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2 月３日 

航空連第 4３回航空政策セミナー 

 

グランドハンドリングの持続的発展に向け 

～カギにぎる人員の定着化 
  

報告者：グラハン連事務局長 

谷口 武 

 

＜本日の報告＞ 

１．この 1 年で何がどう変わったか 

２．人材確保をめぐる現状～後を絶たない退職 

３．懸念される職場の安全 

４．グランドハンドリングの持続的発展に向け労働条件引き上げを 
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１．この 1 年で何がどう変わったか 

（１）この 1 年の振り返り 

 

年月 航空連 国交省・企業・マスコミ 

2022 年 

12 月 

・国交省に航空旅客の急増に対応するためのグラハン

体制強化の申し入れ。①人員確保、②人員確保するた

めの労働条件引き上げ。 

・10 月より訪日外国人旅行者の個人旅客の受入れ再開。

12 月の訪日外客は前月比 1.5 倍の 137 万人に。 

2023 年 

1 月 

 ・ANA、羽田空港で国際線乗継旅客の手荷物大量積み残し

発生。 

・政府、5 月 8 日から新型コロナの感染症を 2 類から 5

類に変更発表。 

 

2 月 

・航空連第 42 回航空政策セミナー開催。グラハン連

「持続可能なグランドハンドリングへ労働条件の抜本

的な見直し急務」と題し、人材確保に向けた提言をプ

レゼン。 

・国交省、有識者による「持続的な発展に向けた空港業務

のあり方検討会」設置。人材確保に向けた取り組み開始。 

・ANA、空港運営会社の再編を発表。 

3 月 23 春闘：各労組、賃上げ職場改善を要求 ・国交省、有識者による検討会を月 2 回のペースで開催。 

・23 春闘＝グラハン各社で賃上げ回答 

4 月 ・航空連、検討会委員と意見交換。 

・グラハン連「2023 年グラハン職場の安全・健康ア

ンケート」実施。 

・グラハン連、関空調査にて SPJ の人員不足の状況を

確認。 

・有識者検討会、第 5 回検討会で、これまでに行った各団

体・企業からのヒヤリング結果をとりまとめ。 
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5 月 ・グラハン連「2023 グラハンセミナー」開催。23 春

闘の賃上げ状況、職場の安全、人員問題などグラハン

の現状と課題、政策提言案を共有。 

・朝日新聞、読売新聞などが空港業務の人員不足を報道。 

・第 6 回検討会で中間とりまとめの骨子公表、各委員が意

見表明。 

6 月 ・航空連、航空局と面談。グラハンアンケート結果を

説明、局から「中間とりまとめ」の説明受ける。 

・第 7 回検討会「空港業務の持続的発展に向けたビジョン」

（中間とりまとめ」を発表。 

7 月 ・グラハン連調査で、グラハン職場で不安全事例が多

発傾向にあることを確認。 

 

 

・政府、「特定技能 2 号」の航空など 9 分野を追加。 

・ANA、グラハンに関し新方針発表、空港運営会社再編は

一時棚上げ。 

・ANA、羽田空港第２ターミナルの国際線運用を開始 

8 月 ・航空連、検討会委員とグラハンの現状について意見

交換。 

・航空連、空港グラハン協会に面談を申し入れ。 

・グラハンの業界団体として「空港グランドハンドリング

協会」が設立される。 

9 月 ・グラハン連、SPJ の人員不足が深刻化との情報入手。  

10 月 ・航空連、グラハンの人員や安全問題で報道機関の取

材受ける。 

・第 8 回検討会、「中間とりまとめ」フォローアップの取

り組み状況の確認。人員増の一方で一定の退職者がある。 

11 月 

 

・航空連、航空局にグラハンの安全問題等を申し入れ。 ・NHK、SPJ の違法な時間外労働と SPJ 労組の残業拒否

を報道。 

・国交相、SPJ の状況確認と指導を表明。 

12 月 ・グラハンの安全問題等をプレスリリース。 ・NHK、グラハンの安全問題を報道。 

24 年 

1 月 

・航空連、報道機関からグラハンの安全問題や人員問

題で取材受ける。 
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（２）検討会の「中間とりまとめ」とフォローアップ 
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２．人材確保をめぐる現状～後を絶たない退職 

（１）JGS、ANAAS の入退職者数の推移 

 年度 入社数 退職者数 

JGS 20 ～

22 

191 名 315 名 

23 270 名 66 名（上期） 

24 347 名 

（23 年度中に 200 名入社予定） 

 

ANAAS 

 

20～ 

22 

610 名 1206 名 

23 539 名（4-1 月） 292 名（4-12 月） 

24 400 名  

※グラハン連調べ 

 ＜参考＞ 

▶JAL スカイ：24 年度採用数／310 名（総合 10 名、一般／300 名） 

▶外国人労働者＜特定技能 1 号＝在留資格 5 年＞採用状況 

JGS（24 年度 85 名）、JASCO、SPJ 

特定技能 1 号合格者＝19～23 年合計 2089 名 

 ▶SPJ の人員状況（23 年 11 月） 

・従業員全体に占める入社 1 年未満の割合約 55％ 

・HND 事業所／約 80％ 
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３．懸念される職場の安全 

（１）羽田空港グラハン 2 社の現状 

 

 

 

＜参考事象＞ 

23 年度（4-10）／29 件（災 19 件、IRR10 件） 

22 年度／27 件（災 18 件、IRR9 件） 

21 年度／30 件（災 17 件、IRR13 件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JGS                

年度 事故災害 

（人身・車両・物損） 

イレギュラー 

（積残し・誤送等） 

合計 

 

2023 

（4-10） 

12 件 18 件 30 件 

2022 11 件 23 件 34 件 

2021 9 件 8 件 17 件 

2020 12 件 12 件 24 件 

2019 30 件 17 件 47 件 

ANAAS 

年度 CATⅢ CATⅡ 保安 車両施設

損傷 

人身 ULD

落下 

合計 

2023 

（4-11） 

2 件 34 件 14 件 11 件 6 件 4 件 59 件 

2022 5 件 16 件 17 件 6 件 0 件 3 件 44 件 

2021 2 件 9 件 3 件 6 件 1 件 0 件 24 件 

2020 2 件 13 件 3 件 17 件  0 件 35 件 

2019 4 件 19 件 14 件 32 件 4 件 5 件 78 件 
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▶ANA：23 年 8 月、今年度に入り人身事故多いとし、「作

業者の安全確保の徹底」との文書発信 

▶羽田空港：今年度 3 件の居眠り事故（合計 9 名が重軽

傷）、うち 1 件は明らかな過重労働 

＜運転者の勤務／06 時～15 時半／事故発生 19 時 25

分ごろ＞ 

▶過重労働の実態 

・SPJ＝労基法違反の時間外労働⇒労組が 36 協定破棄 

・A 社（２次委託先／国際線業務） 

 B さんの時間外労働 

23 年 1 月～8 月の間、毎月 45 時間超過 

最大約 90 時間／月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

４．グラハンドハンドリングの持続的な発展に向け労働条件引き上げを 

（１）20 年前に比べ切り下がった賃金 

2023 年の賃金水準 

年齢 JGS ANAAS OSAAP 

20 23 万円 20.3 万円 19.4 万円 

30 28.2 万円 24.3 万円 23.2 万円 

40 33.4 万円 33 万円 27 万円 

50 39.2 万円 36.7 万円 30.6 万円 

59 42.7 万円 37.5 万円 36.7 万円 

※支給総額＝基本給＋世帯調整手当＋シフト手当＋

資格手当。59 歳の基本給は上限額とした。（夜勤を

含まないソフト勤務） 

 

2005 年当時の賃金水準 

年齢 AGS TAS GAS OAS 

20 25 万円 24.9 万円 24.1 万円 23.5 万円 

30 34.2 万円 33.9 万円 33.1 万円 33.8 万円 

40 42.5 万円 42.8 万円 41.8 万円 41.1 万円 

50 48.4 万円 49.5 万円 49.4 万円 46.9 万円 

59 48.8 万円 50.6 万円 50.7 万円 49.9 万円 

※金額は、当時の各社の基本給+住宅手当＋家族手当＋シフト手当

など一定の条件を基に試算。（夜勤含まないシフト勤務） 

2005 年対比＝JGS／50 歳／20%減 OSAAP／50 歳／35%減 
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＜20 年前に比べ切り下がった主な要因＞ 

▶ＪＧＳでは、2006 年の JAL・JAS 統合に伴うグラハン会社の再編、2010 年の JAL 経営破綻に伴う賃金制度見直し。 

▶ANAAS では、2008 年、2014 年の会社統合（社名変更）に伴う賃金制度の見直し。 

 

（２）人件費削減からの転換～求められる労働条件引き上げ 

▶国交省の取り組み 

・2020 年 1 月＝アクションプランで賃金引上げ、職場環境等の改善を提言 

・2023 年 2 月＝検討会の提言と取り組み＜賃金引上げ、働き方見直し、原資となる受託料の引上げ等＞ 

▶政府目標＝2030 年訪日外国人旅行者 6000 万人 

▶空港の受け入れ体制強化＝重要性増すグランドハンドリング 

▶しかし人口減、さらには生産年齢人口（15～64 歳）減 

▶グラハン各社は採用競争力強化を迫られる 

▶しかし、コロナでグラハンは不安定な業種となり、魅力を失っている 

▶魅力あるグランドハンドリングへの転換急務 

▶そのためには、労働条件を抜本的に見直すこと。 

それが安定的な人材確保につながる 

▶24 春闘がんばろう！！ 

 

 

＜＜ ご清聴ありがとうございました ＞＞ 


